
 

  私をご支援いただいている皆さまへ 

 

 年の瀬も迫り、寒さも厳しい季節となってきました。皆さま、お忙しい師走を

お過ごしのことと存じます。 

 

 さて。今秋、民進党として民意を問う事のない衆議院議員選挙が終わり、構成

員の大半が参議院議員となった民進党の「今後」について、これまで両院議員懇

談会や全国幹事会などの場において、組織として議論をしてきました。メディア

を通じての報道は「迷走」「決められない」というネガティブなものが目立ちま

したが、実際の議論は、どれも真剣な意見であり、党改革のための真っ直ぐなも

のばかりだったことはぜひ、御理解をいただければとお願いします。 

 

 この間、私も議員懇談会で何度も発言をしました。同時に、大塚代表と 2人で

会い、時間をかけて党の在り方について意見交換、提案もしてきました。私の意

見に耳を傾けてくれた代表には感謝しています。 

 

 『自由・共生・未来への責任』は旧民主党、民進党が掲げた理念であり、私が

2004 年の初当選以来一貫して主張してきている「すべては子どもたちのために」

を実現するための大切な理念でもあります。ただ、総選挙で民意を問わなかった

民進党は「何のために存在しているのか」「私たちの掲げる政策、社会像とは何

か」を今一度、見つめなおして、政策を前面に掲げ、国民の皆さまに私達の存在

意義をきちんと訴える必要があると私は考え、そのことを代表に直接訴え、懇談

会で仲間にも強く訴えてきました。 

 議論を始めて 5回目の両院議員懇談会が 12 月 26 日に開かれ、両院議員総会・

全国幹事会・自治体議員団等役員合同会議で議論を行い、両院総会で党改革の方

向性をまとめました。立憲民主党及び希望の党に統一会派を呼び掛ける、と。 

野党を再結集する意味の大きさ、現政権に向き合う野党がまとまる必要性はも

ちろん肯定します。この方向性をまとめるために尽力された執行部に感謝しま

す。他方、私が提案してきた民進党は何を実現するために集った政党なのか、政

策を前面に掲げられなかったことが残念です。 

 



 2004 年の初当選から 14 年。一貫して訴えてきた次世代のための政治を行うた

めに、脱原発社会の実現、教育無償化を始め子ども達への施策、立憲主義を守る

ことをこれからも最優先して行うことが私の政治家としての軸足だとの考えか

ら、来年以降の私の立ち位置を熟考してきました。 

 そして。 

 立憲民主党で新しい再出発をしていくことを決めました。 

 

 森友、加計学園問題は未だ終わっていません。行政が歪められたのかどうか、

その再検証を不可能にする情報非公開の姿勢はあってはならないことです。さ

らには、スパコン補助金疑惑、リニアをめぐる談合疑惑など次から次へと過去に

すでになくなったと思えていた事件が発覚しています。防衛予算や公共事業費

は対前年比増額にもかかわらず、生活保護費は削られました。子ども達のために

消費税増税分を使うと安倍総理は総選挙で明言しましたが、なぜ、今ではないの

でしょうか。引き換えに先送りする財政再建のツケは、子ども達にのしかかりま

す。 

 

 現政権が行ってきた政治の全てを否定はしませんが、立憲主義を守ること、税

金に再分配のあり方を１人の政治家としてきちんと主張し、現政権に対峙する

ために、蓮舫は立憲民主党で心機一転、１議員として原点に戻った活動を始めて

行きたいと思います。 

 

 これまで、後援会、党員・サポーターとしていつも温かく、そして時に厳しく

私を見守り、支えてくださった皆さまにはぜひ、私の想いをご理解いただきたく

心からお願い申し上げます。引き続きのご支援をいただくことで、さらに前に進

んで行きたいとも思っています。どうぞ、よろしくお願いします。 

 

平成 29 年 12 月 26 日 

蓮舫 


